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0.89±0.57 l/secと対照群(2.62 ±1.03 l/sec、0.68±0.41 l/sec) よりも速かった(P<0.04、P<0.009)。こ
れらの結果から頸髄症患者の呼吸パターンが対照群と比較して浅くて速いことが示された。  
以上の結果は、頚部脊髄症患者には非顕性呼吸機能障害が存在する事を示しており、頚椎手術の術後呼吸管
理にあたっては十分に考慮すべき一病態があることを明らかにした。よって本研究は博士（医学）の学位を授
与されるに値すると認められた。 
 
